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〈レポート〉農漁協・森組

桃生地区（旧桃生町）のガーベラの生産量は、

関東以北最大である。

桃生地区でのガーベラ栽培は、1994年に３

人の生産者が始めた。ガーベラは、それまで

栽培していたキクと比べて作業負担が少なく、

夏は涼しく冬は雪が少ない当地の気候も適し

ていた。また、周年栽培が可能なことから、

安定した収益が見込まれたこと、輸入品がほ

とんど無いため価格競争も起こりにくいこと

も魅力であった。

2020年10月現在の生産者は６人で、依然と

して少人数だが、年間約400万本のガーベラを

生産している。関東を中心に出荷し、市場で

は高い評価を受けている。

3　コロナの影響と出荷対応

部会のガーベラの出荷ピークは３～５月で

ある。20年は、コロナショックによる相場低迷

の直撃を受け、出荷調整を余儀なくされた結

果、出荷量は前年のピーク期と比べて△11.3%

となった。また、出荷額は最需要期の３月の

落ち込みが大きく、前年比でおよそ３割減と

なった。

第２図は、19年３～９月と20年同月の出荷

先別構成比を、各期の数量ベースで示したも

のである。20年の構成比について、３つの点

に着目したい。

１点目は、補助事業が活用されたことであ

る。関東向け市場出荷の半分（全体では40%）

が、農林水産省の買取補助事業「花きの長期

1　コロナ禍での切り花市場の動向

新型コロナウイルス感染症の感染拡大によ

って、弔事や慶事の開催規模が縮小、あるい

は自粛されて、2020年３～５月を中心に切り

花市場は大きく冷え込んだ。品目による差異

はあるが、６月以降は天候不良により品薄と

なり、一時は取扱金額が平年並みかそれ以上

になった。しかしながら10月の時点で需要は

回復しきっていない（第１図）。

ここでは、JAいしのまきに組織されている

桃
も の う

生ガーベラ部会（以下「部会」）のヒアリング

をもとに、コロナ禍でのガーベラの出荷対応

や、他組織による応援消費について取り上げ

る。

2　産地の概要

JAいしのまきの事業エリアは宮城県石巻

市、東松島市、女川町である。19年度の受託

販売取扱高の総額は106億円で、このうち花

き・花木は１億円と比較的少額だが、石巻市
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第1図　切り花・ガーベラの取扱数量と取扱金額の
前年同月比（東京中央卸売市場・全体）
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して低級品や一部品種の廃棄も含めた出荷調

整を決断した。部会員は日頃から、集出荷場

での検品、箱詰め作業や、生産方針から流通

の改善に至るまで各工程の協議も全員で行っ

ている。そうした日々の活動のなかで培われ

た強い結束力は、廃棄の決断を伴う難局を全

員で乗り越えようとする姿勢に表れている。

4　応援消費を需要喚起につなげる

コロナ禍において、農林水産省は「花きの

長期保管技術実証事業」などの施策を展開し、

花き業界も需要の底上げを図るべく、「母の月」

の提唱や、切り花のサブスクリプション（定額

課金）など、様々な施策を展開している。

さらに、地産地消型の応援消費は、市場出

荷と比べて短期的かつ小さな出荷単位（ロッ

ト）であるものの、市場出荷を主とする部会に

とって、応援消費は地域住民との距離を縮め

る機会を創出した。

今回、「応援するなら地元から」という意識

が確認された。そうした需要に応えるために、

店頭での産地表示といった取組みも、検討す

る価値があると思われる。
（いしつか　のぶたか）

保管技術実証事業」を活用して出荷された。

この事業の実施主体は、日頃取引のある大手

卸だったため、出荷先自体に変化はなかった。

同事業での買取価格は過去３年間の全国卸売

価格平均の半額が上限だが、相場低迷のリス

ク分散や、産地の在庫解消に効果を発揮した。

２点目は、全体の３%程度を占める応援消

費向けの出荷である。応援消費とは、生産者

を応援する意図で行われる消費行動で、しば

しば自然災害等の被災地の復興支援としても

注目される（第３図）。

部会を支えた応援消費のひとつに、次のよ

うな取組みがあった。JAいしのまき女性部の

部員らは、部会員の苦境を見て、女性部独自

の活動として「ガーベラ生産者応援プロジェ

クト」を立ち上げて、ガーベラの購入を申し

出た。購入したガーベラは、自宅での装飾や、

JAみやぎ女性組織協議会の生産者応援企画

「手作りまつり作品コンクール」にアレンジメ

ント作品としても出品された。購入した部員

からの評判は大変良く、生産者の励みになっ

たという。

３点目は、以上２つの取組みでも防ぎきれ

なかった廃棄の実施である。相場の下落を受

け、部会は緊急に協議を開き、独自の対策と
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第2図　出荷先別構成比
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資料 日経テレコンより筆者作成
（注） 1 20年は11月30日まで。
 2 検索対象は日経新聞電子版、全国紙、一般紙、日本農業新聞。
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第3図　「応援消費」を含む記事件数
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